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【 請 求 項 １ 】
第 １ の 診 断 器 具 ま た は 治 療 器 具 を 支 持 さ れ て い な い 解 剖 学 的 構 造 体 の 中 空 の 身 体 器 官 中 に
前 進 さ せ る た め の 装 置 で あ っ て 、 該 装 置 が 、 以 下 ：
　 ハ ン ド ル ；
　 該 ハ ン ド ル に 結 合 し た オ ー バ ー チ ュ ー ブ で あ っ て 、 細 長 部 分 、 遠 位 領 域 、 遠 位 開 口 お よ
び そ の 間 を 延 び る 管 腔 を 有 し 、 第 １ の 診 断 機 器 ま た は 治 療 機 器 の 通 過 を 可 能 に す る 、 オ ー
バ ー チ ュ ー ブ ； な ら び に
　 該 遠 位 開 口 に 隣 接 す る 該 遠 位 領 域 上 に 配 置 さ れ る 非 外 傷 性 先 端 を
　

、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

記 非 外 傷 性 先 端 が 、 可 能 な ド ー ナ ツ 形 バ ル ー ン を 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】

記 非 外 傷 性 先 端 が 、 エ ラ ス ト マ ー カ バ ー を 有 す る ワ イ ヤ ペ タ ル を 備 え る 、
装 置 。

【 請 求 項 ４ 】
記 非 外 傷 性 先 端 が 、 発 泡 体 バ ン パ ー ま た は エ ラ ス ト マ ー バ ン パ ー を 備 え る 、

装 置 。
【 請 求 項 ５ 】

記 オ ー バ ー チ ュ ー ブ が 、 屈 曲 形 態 で 該 オ ー バ ー チ ュ ー ブ を ロ ッ ク す る た め の 手 段 を 含 む
、 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】

屈 曲 形 態 ー バ ー チ ュ ー ブ を ロ ッ ク す る た め 段 が 、 以 下 ：
　 複 数 の 入 れ 子 式 要 素 ；

備 え 、
こ こ で 、 該 非 外 傷 性 先 端 が 、 該 遠 位 開 口 の 近 傍 で 該 中 空 の 身 体 器 官 を 偏 向 し 、 該 第 １ の

診 断 器 具 ま た は 治 療 器 具 が 該 遠 位 開 口 を 通 っ て 移 動 す る と き 、 組 織 が 捕 捉 さ れ ず 、 ま た は
挟 ま れ な い

前 膨 張 請 求 項 １ に 記 載 の

前 請 求 項 １ に 記
載 の

前 ソ フ ト 請 求
項 １ に 記 載 の

前
請 求 項 １ に 記 載 の

前 記 で オ の 手



　 入 れ 子 式 要 素 を 一 緒 に 突 き 通 す 複 数 の 引 張 ワ イ ヤ ； お よ び
　 複 数 の 引 張 ワ イ ヤ に 解 放 可 能 に 結 合 さ れ 得 、 そ し て ク ラ ン ピ ン グ ロ ー ド を 複 数 の 入 れ 子
式 要 素 に 選 択 的 に 適 用 す 張 機 構 を 、 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】

記 ハ ン ド ル が 、 作 用 軸 を 有 し 、 前 記 オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 前 記 管 腔 が 、 長 手 軸 を 有 し 、
該 管 腔 の 該 長 手 軸 が 、 該 ハ ン ド ル の 該 作 用 軸 に 対 し て 、

装 置 。
【 請 求 項 ８ 】

記 ハ ン ド ル が 、 再 使 用 可 能 で あ り 、 そ し て 前 記 オ ー バ ー チ ュ ー ブ が 、 該 ハ ン ド ル と 取 り
外 し 可 能 に 結 合 さ れ る 、 装 置 。
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